





































Analysis of Manager Qualities and Problems of Manager Upbringing
in the Japanese Company
金 恵 成＊
KIM Hye Seong
It is shortened recently during the period of the manger change. Therefore, in the Japanese company, manager
upbringing that the times find is necessary. The qualities of the manager whom society demands it from is a spe-
cialty and a human being power. Above all, the problem of the Japanese company is human being improvement
in manager upbringing. The contents of this report consist of two subjects ; analysis of manager’s qualities and
presentation of the new problem about manager upbringing using of it.




































































































































































































































































































設立年度 資本金（百万円） 業 種 経営理念
N 社 1973年 66,551 電子機器用モーター （1）全世界に通じる製品を生産し社会に貢献する。
（2）会社および全従業員の繁栄を推進する。











R 社 1920年 31,066 段ボール・板紙、製紙・
紙加工品
・顧客の商品の価値を高め、社会に貢献する。























（注）ここで、データは各社のホームページのものである（2013年 3月時点）。また、事業分野は日経 NEEDS 業種によるも
ので、業種が多い場合は一部省略している。
図表 2 ステークホルダーの重要度










































社と H 社がタイプ 2に、その他企業はタイプ 1に該当










イプ 1においては 32年から 38年の間にあることに対




















































入社／就任年度 背 景 評価内容／経営課題
































































































































































経営者 キーワード 背 景 求めること・得たこと

















AJ 社 Y 会長 ・人類共通の問題「死」 ・会社の先輩から見せられる。 ・今この時をフルに生きる。
H 社 K 会長 ・幸福 ・経営トップとして経営を立て直す。 ・自然との共生






文学 AS 社 I 社長 ・人間の本質 ・10代に読む ・人の心を知る。








経営者 キーワード 背 景 求めること・得たこと


















H 社 K 会長 ・生き方 ・組織の中で生きる煩わしさを経験し
てきた。
・気力が戻って来る。
経営 AS 社 I 社長 ・戦略
・消費者行動分析
－ ・合理的思考


















AS 社 I 社長 ・宗教 － ・合理的思考
科学 AJ 社 Y 会長 ・宇宙の生成 － ・地球環境の保全をすべてに優先する倫理
（出所）a）と同様。
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